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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、映画研究、アニメーション研究において、ほとんど研究されることがなかった戦争、国家と
アニメーション誕生の関連性に関する本格的な実証研究である。戦時中に関する軍関連の資料は、アニ
メーションに関するものに限らず乏しいが、関連する資料を可能な限り集め、アニメーション制作体制が、
どのようなかたちで成立したのかを明らかにした点が、本論文の功績のひとつである。かつて「40年体制
論」が、経済などの領域において、戦時期から戦後への連続性がある点を示したように、文化の領域にお
いても、同様の連続性があったという事実の指摘は、現代史を考えていくうえで、刺激的な知見を提示し
ている。また、日本だけではなく、フランスの公文書の資料収集を行い、フランスにおいても、日本同様
の成立過程があったことを示した点も評価に値する。
第二の評価点は、アニメーションに関する歴史社会学的分析を行い、アニメーションを社会学的に研究
するうえで方向性のひとつを示した点である。戦争と文化の関係については、ベンヤミンが第一次世界大
戦におけるイタリア未来派の事例を論じているが、戦争は、国家による統制が厳しくなり、それは通常、
文化の領域にも及ぶと考えられがちなため、この点についての研究は乏しい。本論文は、この問題につい
て、アニメーションを事例として、正面から取り組んでいる。その際に、プロパガンダ論などに基づくの
ではなく、戦争が国家間の領土をめぐる闘争であり、空間が急速に再編成されていくことに着目し、新た
に形成された空間を認識し、また新たに形成されるべき空間を表現するための表現様式としてアニメー
ションの生産体制が誕生した点を明らかにしている。アンリ・ルフェーブルは、『空間の生産』において、
新たな表現様式が、いかなる契機において生み出されたのかを空間との関連において分析することの重要
性を説いている。本論文は、こうした観点に基づいた実証的な研究として位置づけることができる。
また、空間が再編成される時期においては、国家が、さまざまなタイプの他者と対峙することになるが、
国家意識の醸成が、他者に対する新たな認識に支えられている点が指摘されており、新たな表現様式の誕
生とその制度化を考えるうえで、国家内部と外部の関係を分析している点も興味深い。そして、以上のよ
うな知見に基づき、アニメーションという具体的事例を通じて、文化と社会変動のダイナミクスの研究に
関して、新たな方向性を示唆している点が、本論文の最大の知的貢献である。
ただ、本論文にも今後研究されるべき課題が残されている。雪村氏は、国家による文化統制を強調して
いるが、国家の介入にもかかわらず、自由な表現が生み出されることもある。事実、戦後のアニメーショ
ンに関しては、映画会社や広告代理店など、国家ではなく、資本が大きな役割を果たしている。戦時中か
らの連続性を重視するならば、この点についての考察が必要であろう。
現在、世界的に日本の現代文化に関する関心は高まりつつある。国際学会においても、この分野におけ
る部会が組織され、海外の研究者も増加している。雪村氏には、本論文で展開したアニメーションと空間
の再編成に関する仮説をより包括的な国際比較研究へと広げてもらいたい。また、本論文では、英語のみ
ならず、仏語の資料も渉猟されている。今後は、研究発表の場を海外に広げ、国際的な活躍を期待したい。
以上、本審査委員会は、本学位論文の内容と研究活動を慎重に審査し、2010年月日に行われた口頭
試問の結果もあわせて、雪村氏は博士（社会学）の学位を授与するのにふさわしいとの結論を得たのでこ
こに報告する。
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